
    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

232

（39.3%）

181

（30.7%）

164

（27.8%）

138

（23.4%）

135

（22.9%）

0 100 200 300

野菜や花の育て方教室

マルシェ

収穫した野菜を使用した料理教室

野菜や花の生産地見学

工作体験

(件)

（ｎ=590）

野菜や花の育て方教室

４ 

鹿骨地区 農の風景育成 

まちづくりニュース vol.1 

鹿骨の農の風景を守るためのワークショップを行っています 

農の風景に関するアンケートを実施しました！ 

現在、江戸川区には 23 区中 4 位となる

約 50 haの農地がありますが、約 30 年で

6割以上の農地が減少しています。 

鹿骨地区は都内でも農地が多く残ってい

る地域で、区の特産である小松菜や花卉など

が生産されています。「農の風景」が作りだす

貴重な農地を守り活用して行くためのワーク

ショップを行っています。 

アンケートの詳細な結果は区ホーム

ページに掲載しています。こちらの QR

コードからアクセスしてご覧ください！ 

◆ まちなかにある農地に期待することは？ 

◆ 鹿骨地区でやってみたい活動や参加したいものは？ 

◆ 地域に欲しい、あったら利用したい施設 

発行・問合せ 江戸川区 都市開発部 都市計画課 （担当：松丸、本橋） 

令和 4年 10月発行 
〒132-8501  東京都江戸川区中央一丁目４番１号 
TEL 03-5662-6369（直通）  FAX 03-5607-2267 

（農の風景育成ワークショップのホームページにアクセスできます） 

◆ まちなかにある農地が 

もっと守られるべきと思いますか？ 

とてもそう思う

223 （37.8%）

そう思う

289 （49.0%）

思わない

57 （9.7%）

まったく思わない

15 （2.5%）

未回答

6 （1.0%）

（ｎ=590）

456

（77.3%）

253

（42.9%）

201

（34.1%）

169

（28.6%）

150

（25.4%）

0 100 200 300 400 500

道の駅ような直売所

地産地消レストラン

農家と交流できる庭先の直売所

野菜や花の育て方を教えてくれる施設

子どもが自由に土いじりできる畑

(件)

（ｎ=590）

道の駅のような直売所

429

（72.7%）

349

（59.2%）

260

（44.1%）

196

（33.2%）

152

（25.8%）

0 100 200 300 400 500

新鮮な農作物の供給

のどかなまち、潤いや安らぎを感じる

災害時の防災空間

雨水貯蓄などの自然環境機能

健康維持などの福祉・保健機能

(件)

（ｎ=590）

新鮮な農作物の供給

約７割の方
が 「新鮮な
農作物の供
給」を期待し
ています。 

約４割の方
が「野菜や花
の育て方教
室」をやって
みたいと答
えています。 

約８割の方
が 「道の駅
のような直
売所」があっ
たら利用し
たいと答え
ています。 

★さまざまな農のアイデアや活動 

約９割の方
が「まちなか
にある農地
をもっと守
るべき」と答
えています。 

農の風景育成ワークショップの 
ホームページにアクセスできます。 

▲ 江戸川区に広がる農地の様子 

▲ 花の祭典 ～フラワーフェスティバル～ 

様々な意見を集めるため、地区外にお住まいの方でもアンケート

に回答できるよう、WEB にてアンケートを継続して行っています。

お住いの地域に関わらず誰でも回答できますので、ぜひお友達な

どにもお声かけください！ 

「農」の在り方 WEBアンケートに関するお知らせ 



農の風景を守るためにそれぞれがで

きることについて意見を出し合い、地区

指定後は農の風景育成計画書に基づき

実際にアクションに取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップの進め方 

２ ３ 

農の風景育成ワークショップ 

   

★農の風景育成地区制度とは？ 

東京の農地は、農作物の生産だけでなく、空の広が

りを感じられるゆとりあるまちなみの形成や、災害時

の避難空間など、多面的な機能を有しています。   

都は、減少しつつある農地を保全し、農のある風景を

将来に引き継ぐため、「農の風景育成地区制度」を平

成 23年に創設しました。 

第１回ワークショップ 第２回ワークショップ 
開催日：2022年 4月 23日（土） 

参加者：30人（農業関係：14人、区民等：16人） 
開催日：2022年 6月 18日（土） 

参加者：48人（農業関係：15人、区民等：33人） 

★ワークショップで出されたアイデア 

「担い手」グループのアイデア 

◎若者（学生）が農業を知る機会・体験する機
会をつくろう 

◎農業ボランティアに部分的に担ってもらう
ことを考えよう 

体験したことを SNSで発信すると 

若い人にも伝わるかな。 

「ＰＲ」グループのアイデア 

みんなで収穫祭したいね！農家さん 

おすすめのレシピも知りたいな。 

◎知ってもらうための情報発信や体験イベン
ト、他にもネーミングが重要だ 

「食育」グループのアイデア 

子どものうちから土に 

親しみを持ってもらえるとよいね！ 

◎子どもから大人までの食育が大切。幼児期
に向けた食育のアクションと、大人に向けた
活動は分けたほうがよい 

テーマ別検討会 

第３回ワークショップ 

〇 日時 

令和４年１０月２９日(土) 

１４時～１6時 

〇 場所 

鹿骨小学校体育館 

いまからでも参加できますので、下

の QR コードからアクセス、もしくは

次ページ下欄の問合せ先（江戸川区

都市計画課）へご連絡ください。 

「生産」のアイデア 

区民が 
手伝えることも 
あるはず 

江戸川区の 
野菜は、小松菜 
だけじゃない 

『農業×福祉』などの
新たな仕組み 

「販売」のアイデア 

江戸川区には 
漬物文化がまだ
残っているよ 

江戸川区の農業をPRする
営業マンがいたらいいね 

マルシェや移動販売で 
農家と消費者を繋げたい 

「コミュニケーション」のアイデア 

農業体験やトークイベント
で、鹿骨の農業や農家を
知ってもらいたい 

「まち歩き」や「花のみ
ちづくり」、「マルシェ」
とかをやってみたい 

学校や地域と
連携して食育
に取り組もう 

都立篠崎高校の学生

も参加してくれました 


